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Ⅰ．緒　言
　慣習は，その地域住民の特徴的な行動様式であり，長
年繰り返し行われることによって成立する１）。
　集団の疾病の発生はその集団の生活様式が影響してい
ると言われ２）, ３），長年繰り返して行われる生活様式であ
る慣習も，その地域の健康問題に影響を及ぼすと考えら
れる。従って，慣習を改めることにより地域の健康問題
の改善に至る可能性がある。一方，その地域の慣習を生
かすことによって健康問題の改善を促したり４），新たな
慣習を創ることによって健康問題の改善を図ったりする
ということもあると考えられる。例えば，これまでの保
健師による実践をみてみると，その地域の伝統的な踊り
を体操に取り入れてその体操を新たな慣習として広める
ことにより運動を住民に習慣化させた方法５）や脂質の
少ない郷土料理を住民にすすめることにより脂質の控え
めな食習慣を促す方法６）等が報告されている。しかし，
地域の健康問題の改善のためにどのように慣習を捉え，
どのように慣習を用いて，どのように新たな慣習を創る
のかという方法は十分に解明されていない。　　
　そこで，地域の健康問題の改善のための地域の慣習の
捉え方，地域の慣習の用い方及び地域の新たな慣習の創
り方に着目したいと考えた。
Ⅱ．目　的
　本研究の目的は，地域の健康問題に取り組んでいる保
健師の実践事例から，地域の慣習の捉え方，地域の慣習
の用い方及び地域の新たな慣習の創り方に着目して，地
域の慣習を健康問題の改善に生かす保健師の実践方法を
実証的に明らかにすることである。
Ⅲ．用語の定義
　文化人類学事典（弘文堂，初版）によると，慣習と
は，「特定の社会集団が共有する特徴的な行動様式の全
体であり，歴史的に形成され，社会的伝統となったもの
である」と記されている。そこで本研究では，地域の慣
習を「歴史的に形成され，社会的に受け継がれている地
域住民に共通する行動様式であり，行動の背景にある思
考様式も含める」と定義する。
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　本研究の目的は，地域の健康問題に取り組んでいる保健師の実践事例から，地域の慣習の捉え方，地域の慣習の用い方及
び地域の新たな慣習の創り方に着目して，地域の慣習を健康問題の改善に生かす保健師の実践方法を実証的に明らかにする
ことである。調査対象は，地域における認知症予防の取り組みを18年間行った保健師の実践である。保健師に対して面接調
査を行い，調査対象とした実践の開始から現在に至るまでの計画・実施・評価の一連の過程における保健師の判断及び行為
を聴取した。分析方法は，保健師の実践過程から「用いられていた方法の内容」における地域の慣習の捉え方，地域の慣習
の用い方及び地域の新たな慣習の創り方の観点から方法の性質を検討し分類整理した。その結果，地域の慣習の捉え方は
【複数の重度の認知症高齢者及びその家族に共通する地域のしきたりとそれに伴う行動が認知症の発現に影響を及している
可能性があると推察する】等であり，地域の慣習の用い方は【共通性高く問題であると住民が認知している認知症の重度の
症状に関心を向けさせて病状の進行過程を伝えながら次第に軽度の症状に関心が向くようにする】等であり，地域の新たな
慣習の創り方は【高齢者に関わっている地域住民の経験を他の地域に活用したり，高齢者が住民に助力を依頼することを奨
励したりして，住民が高齢者を支えようとする意識や行動を創り，更に，高齢者に関わっている住民同士の交流を促すこと
によって，それら住民同士の交流を促進し，創られた意識や行動が持続するようにする】等であることが見出された。
千葉看会誌　VOL.17 No.１ 2011. ８52
Ⅳ．方　法
１．調査対象とする実践事例
　調査対象とする実践事例の選定理由は，保健師による
実践過程の中でその地域の慣習を生かした事象が含まれ
ていたと研究者が判断した事例であり，研究者のネット
ワークを通じて得られた事例を取り上げることとした。
その結果，調査対象とした事例は，現在に至るまでの18
年間の長期にわたって，重度の認知症高齢者の増加とい
う地域の健康問題に保健師が取り組み，その結果が明ら
かになっている事例である。
２．調査対象とする実践事例における調査対象者及び調
査方法
１）保健師への面接調査及び調査内容
　調査対象とした保健師は，認知症予防事業に18年間関
わっている保健師１名で，40歳代であり，当該自治体で
の保健師経験は24年間である。調査内容は，調査対象と
する実践事例における取り組みの開始から現在に至るま
での，計画・実施・評価の一連の過程における保健師の
判断及び行為である。保健師には取り組み経過について
時系列に語ってもらうよう促し，保健師の判断及び行為
の詳細がわかるように随時質問をした。合計７回の面接
を行い，総時間は13時間であった。
２）協働者への面接調査，参加観察，資料の閲覧
　保健師が語った実践及び評価の内容の妥当性を協働者
である住民の立場から確認するために，15年間保健師と
協働して認知症予防教室の企画実施を行っている住民１
名への面接調査を行った。更に現在行われている認知症
予防教室への参加観察，調査対象とした実践に関する資
料（会議録，教材，ポスター）の閲覧を行った。
３）調査期間
　平成21年６月～平成22年10月
４）分析方法
　保健師及び協働者への面接内容の逐語録，閲覧した資
料から得た情報，調査対象とした実践に関する保健事業
の参加観察の記録から，実践の経過を時系列に整理し記
述した。その記述した実践の経過を概観し，実践におけ
る保健師の活動方針が転換した時期を見分け，その時期
をステージとして研究者が区分した。ステージ毎の実践
の記述から，アセスメント，問題の明確化，計画立案，
実施，評価という一連の保健師の実践過程を特定した。
その実践過程から，保健師の判断及び行為を記述し，そ
の記述を「用いられていた方法の内容」とした。「用い
られていた方法の内容」を地域の慣習の捉え方，地域の
慣習の用い方，地域の新たな慣習の創り方の観点から方
法の性質を検討し，分類整理してそれら性質を簡潔な文
章で表現した。
５）倫理的配慮
　千葉大学看護学部倫理審査委員会の承認を得たのち，
本調査を実施した。調査対象者に対して，調査の目的・
方法・調査参加への任意性等を示した書面を用いて説明
し，調査協力の可否について承諾を得た後，面接した。
Ⅴ．結　果
１．分析対象とした実践事例の概要
　分析対象とした実践事例において保健師が取り組んだ
地域の健康問題は重度の認知症高齢者の増加であった。
　重度の認知症高齢者を介護する複数の家族からの訪問
依頼をきっかけにして認知症に関する問題に，平成４～
22年度の18年間取り組み，その結果，軽度の認知症高齢
者とその家族からの相談が増加する等の成果がみられ
た。
　分析対象事例とした実践が行われていたA市は，東海
地方に位置し，農業が主な産業であった。人口は約５万
人，高齢化率は約23％であった。A市は「みんなで創ろ
う笑顔あふれる元気なまち」を目指していた。
　分析対象とした実践事例の経過は，４つのステージに
分けられ，ステージ毎の保健師による実践の概要を表１
に示す。
２．実践過程における地域の慣習の捉え方，地域の慣習
の用い方，地域の新たな慣習の創り方
　ステージ１～４における保健師の実践過程から整理さ
れた地域の慣習の捉え方，地域の慣習の用い方及び地域
の新たな慣習の創り方について，以下に述べる。【　】
は地域の慣習の捉え方，地域の慣習の用い方及び地域の
新たな慣習の創り方を示す。《　》は用いられていた方
法の内容を示す。
１）地域の慣習の捉え方
　表２に示すように【複数の重度の認知症高齢者及びそ
の家族に共通する地域のしきたりとそれに伴う行動が認
知症の発現に影響を及している可能性があると推察す
る】【関係者の認識と保健師の推察を照らし合わせるこ
とによって保健師の推察を確信し，それらの行動は一部
の住民に限らず地域住民にも共通する行動様式であり認
知症の発現に影響を及ぼしている可能性があると推察を
発展させる】【保健師が推察した認知症の発現に影響を
及ぼしている地域住民に共通する行動様式が学術的に言
われている認知症の発現に影響を及ぼす行動に該当する
と判断し，これまでの推察を確信する】という地域の慣
習の捉え方が見出された。そして，これらの地域の慣習
の捉え方は，連続的に用いられていた。
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　具体的に以下に述べる。【複数の重度の認知症高齢者
及びその家族に共通する地域のしきたりとそれに伴う行
動が認知症の発現に影響を及している可能性があると推
察する】は《複数の重度の認知症高齢者への家庭訪問を
重ねることによって，「認知症は加齢現象という長年の
認識により対処しない」等という行動があり，これらの
行動は重度の認知症高齢者及びその家族に共通する行動
であると把握し，これらの行動が認知症の発現に影響を
及している可能性があると推察する》等という内容から
導かれていた方法であった。
　【関係者の認識と保健師の推察を照らし合わせること
によって保健師の推察を確信し，それらの行動は一部の
表１　ステージ毎の保健師による実践の概要
????
ね　ら　い 期　間
関わった住民
及び関係者
保 健 師 に よ る 実 践 の 内 容
1 重度の認知症の高
齢者への福祉サー
ビスの充実及び認
知症予防に向けた
町の保健事業計画
の立案
平成４～
６年度
（３年間）
・重度の認知症
高齢者とその
家族
・福祉機関の職
員
・デイサービス
の職員
認知症高齢者を介護している家族からの訪問依頼が増加した。保健師が家庭
に訪問すると，重度の認知症高齢者が多かった。例えば，認知症高齢者が徘
徊しながら山中に迷い込み近隣住民が総出で捜索するという事態となってい
た。重度の認知症高齢者に対するデイサービスを創設してもらうよう社会福
祉協議会へ働きかけ，創設に至った。そして，デイサービスの職員と協働し
て重度の認知症高齢者への支援を行った。複数の重度の認知症高齢者への家
庭訪問を重ねることによって，アルツハイマー型が認知症の多くを占め，そ
の発現に「認知症は加齢現象という長年の認識により対処しない」等の地域
の慣習が影響しているのではないかと保健師は推察した。これらの慣習を改
めるために高齢者への働きかけと共に住民全体への働きかけを計画した。
2 認知症予防のため
に地区の住民が高
齢者を支える環境
の基礎づくり
平成７～
10年度
（４年間）
・住民全体
・C地区の住民
全町内会を巡回しながら認知症予防に関する健康教育を夜間に実施し，散歩
や誘いあっての外出等を促した。次に町内６地区のうちの１地区であるC地
区から高齢者を対象とした認知症予防教室を開始した。その教室を開始する
前に，C地区の住民に対して，C地区の区長から教室の実施に関する説明を
し，同時に外来講師による認知症予防の講演を実施した。
3 C地区での認知症
予防教室の経験の
他地区への拡大
平成11～
17年度
（７年間）
・ C，D，E 地
区の住民
C地区と同様の認知症予防教室をD地区でも実施した。D地区の認知症予防
教室では，地域の住民間の交流を活発化させるよう，参加者が親しみやすい
保育園児から交流をはじめた。E地区においても，C地区と同様の認知症予
防教室を実施した。E地区の住民が，先行して認知症予防教室を実施してい
るC，D地区の教室の参加者から教室の活動による効果を聞くことによって，
教室の活動をイメージできるようにするために３地区の教室の参加者等が交
流するようにした。
4 旧A町と旧B町との
合併による認知症
予防に向けた市の
保健事業の計画の
見直しとその実施
平成18～
22年度
（５年間）
・高齢者 旧B町では認知症予防を重点的に行っていなかったため，合併によって軽度
より重度の認知症高齢者の相談が多くなった。旧B町においても，旧A町と
同様の慣習が認知症の発現に影響を及ぼしていると捉えた。過去に市教育委
員会の主催による70歳の高齢者が交流していた行事があり，そのことを利用
して70歳の全高齢者を対象とし認知症予防を促した。
表２　実践過程における地域の慣習の捉え方
地域の慣習の捉え方 用いられていた方法の内容
????
複数の重度の認知症高齢者及びその家族に共通
する地域のしきたりとそれに伴う行動が認知症
の発現に影響を及している可能性があると推察
する
複数の重度の認知症高齢者への家庭訪問を重ねることによって，「認知症は
加齢現象という長年の認識により対処しない」「隠居というしきたりによっ
て物事を思考することが少なくなる」「隠居した高齢者に対して若い世代が
あてにしなくなる」「お茶や食事の用意等の夫の身の回りの世話は妻の役目
として継承されているため妻が不在となる外出を夫が拒む」という行動があ
り，これらの行動は重度の認知症高齢者及びその家族に共通する行動である
と把握し，これらの行動が認知症の発現に影響を及している可能性があると
推察する
1
隣町との合併に伴い重度の認知症高齢者の相談件数が増加し，それら高齢者
への関わりから，合併先の町の住民にもこの町の住民と同様の「認知症は加
齢現象という長年の認識により対処しない」等の認知症の発現に影響を及ぼ
している可能性のある行動が共通していることを推察する
4
関係者の認識と保健師の推察を照らし合わせる
ことによって保健師の推察を確信し，それらの
行動は一部の住民に限らず地域住民にも共通す
る行動様式であり認知症の発現に影響を及ぼし
ている可能性があると推察を発展させる
デイサービスの職員等と重度の認知症高齢者への支援を協働することによっ
て，それら職員も保健師と同様のことを考えていることから，これまで推察
していたことを保健師は確信する。それによって，それらの行動が重度の認
知症高齢者に限らず地域住民全体の認知症の発現に影響を及ぼしている可能
性のある行動様式であるとこれまでの推察を発展させる
1
保健師が推察した認知症の発現に影響を及ぼし
ている地域住民に共通する行動様式が学術的に
言われている認知症の発現に影響を及ぼす行動
に該当すると判断し，これまでの推察を確信す
る
認知症予防に関する研修会に出席することから，高齢になると思考すること
が少なくなること等が認知症の発現に影響を及ぼすという理論を学び，地域
の社会的しきたりとそれに伴う行動が認知症の発現に影響を及ぼしていると
いうこれまで保健師が推察してきたことがその理論に該当すると判断し，こ
れまでの推察を確信する
1
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住民に限らず地域住民にも共通する行動様式であり認知
症の発現に影響を及ぼしている可能性があると推察を発
展させる】は，《デイサービスの職員等と重度の認知症
高齢者への支援を協働することによって，それら職員も
保健師と同様のことを考えていることから，これまで推
察していたことを保健師は確信する。それによって，そ
れらの行動が重度の認知症高齢者に限らず地域住民全体
の認知症の発現に影響を及ぼしている可能性のある行動
様式であるとこれまでの推察を発展させる》という内容
から導かれていた方法であった。
　【保健師が推察した認知症の発現に影響を及ぼしてい
る地域住民に共通する行動様式が学術的に言われている
認知症の発現に影響を及ぼす行動に該当すると判断し，
これまでの推察を確信する】は，《認知症予防に関する
研修会に出席することから，高齢になると思考すること
が少なくなること等が認知症の発現に影響を及ぼすとい
う理論を学び，地域の社会的しきたりとそれに伴う行動
が認知症の発現に影響を及ぼしているというこれまで保
健師が推察してきたことがその理論に該当すると判断
し，これまでの推察を確信する》という内容から導かれ
ていた方法であった。
２）地域の慣習の用い方
　表３に示すように【共通性高く問題であると住民が認
知している認知症の重度の症状に関心を向けさせて病状
の進行過程を伝えながら次第に軽度の症状に関心が向く
ようにする】【どのような住民同士のつながりを使えば
住民全体に広がるのか，誰に話を通せば住民に受け入れ
られるようになるのかという住民同士のむすびつきや関
係性という地域のしきたりを用いて，町内会や自治組織
の代表者を介して住民に認知症予防が受け入れられ広が
るようにし，家族や地域ぐるみで取り組めるようにす
る】【隠居や70歳を対象とする行事等の高齢者に関する
地域のしきたりを用いて，多くの高齢者が参加しやすい
教室の対象基準を設けて，認知症予防が受け入れられる
ようにする】という地域の慣習の用い方が見出された。
　具体的に以下に述べる。【共通性高く問題であると住
民が認知している認知症の重度の症状に関心を向けさせ
て病状の進行過程を伝えながら次第に軽度の症状に関心
が向くようにする】は，《身の回りのことにかまわなく
なる等の軽度の認知症の症状は単なる加齢現象として住
民は捉え見過ごしている一方で，徘徊等の重度の認知症
の症状は認知症であり重度の症状は問題であると住民が
共通性高く認知しており，重度の認知症の症状に関心を
表３　実践過程における地域の慣習の用い方
地域の慣習の用い方 用いられていた方法の内容
????
共通性高く問題であると住民が認知している認
知症の重度の症状に関心を向けさせて病状の進
行過程を伝えながら次第に軽度の症状に関心が
向くようにする
身の回りのことにかまわなくなる等の軽度の認知症の症状は単なる加齢現象
として住民は捉え見過ごしている一方で，徘徊等の重度の認知症の症状は認
知症であり重度の症状は問題であると住民が共通性高く認知しており，重度
の認知症の症状に関心を向けさせて病状の進行過程を伝えながら次第に軽度
の症状に関心が向くようにする
2
どのような住民同士のつながりを使えば住民全
体に広がるのか，誰に話を通せば住民に受け入
れられるようになるのかという住民同士のむす
びつきや関係性という地域のしきたりを用いて，
町内会や自治組織の代表者を介して住民に認知
症予防が受け入れられ広がるようにし，家族や
地域ぐるみで取り組めるようにする
住民同士のむすびつきが強い地域であるため町内会という組織を用いて，全
町内会を巡回しながら健康教育を実施し，参加者へ脳機能テストを紹介し，
自己の脳機能を評価できるように実施して，認知症予防が受け入れられ，広
がるようにする
2
自治組織の協力を得るためにその代表者の了解を得るという地域のしきたり
があると判断し，認知症予防教室を始めるにあたり自治組織の代表者に教室
の趣旨を説明し，実施の了解を得る
2
自治組織の代表者が住民全体に対して説明することによって住民が納得する
という地域のしきたりを用いて，認知症予防の講演会とこれから始める認知
症予防教室の説明会を同時に行い，認知症予防教室の実施について自治組織
の代表者が住民に説明し，教室が受け入れられるようにする
2
お茶や食事の用意等の夫の身の回りの世話は妻の役目として継承されている
ため妻が不在となる外出を夫が拒むというしきたりに伴う行動があることに
対して，家族は妻の外出を止めない，あるいは誘い合って外出する等の予防
策を伝え家族や地域ぐるみで取り組めるようにする
2
隠居や70歳を対象とする行事等の高齢者に関す
る地域のしきたりを用いて，多くの高齢者が参
加しやすい教室の対象基準を設けて，認知症予
防が受け入れられるようにする
隠居というしきたりによって物事を思考することが少なくなるという地域の
しきたりに伴う行動に基づいて，隠居する前段階にある65歳以上の高齢者を
認知症予防教室の対象として，毎週１回，教室を開き，楽器を演奏したり，
体操をしたりする
2
70歳を対象とする交流行事が過去にあったという地域のしきたりを用いるこ
とによって，70歳を対象にすると高齢者が集まりやすいと判断して，健康教
育を実施し，脳機能テストを紹介して自己の脳機能を評価できるように実施
して，日記をつけたり，散歩したり，話をしたりする等の認知症の予防策が
受け入れられるようにする
4
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向けさせて病状の進行過程を伝えながら次第に軽度の症
状に関心が向くようにする》という内容から導かれてい
た方法であった。
　【どのような住民同士のつながりを使えば住民全体に
広がるのか，誰に話を通せば住民に受け入れられるよう
になるのかという住民同士のむすびつきや関係性という
地域のしきたりを用いて，町内会や自治組織の代表者
を介して住民に認知症予防が受け入れられ広がるよう
にし，家族や地域ぐるみで取り組めるようにする】は，
《住民同士のむすびつきが強い地域であるため町内会と
いう組織を用いて，全町内会を巡回しながら健康教育を
実施し，参加者へ脳機能テストを紹介し，自己の脳機能
を評価できるように実施して，認知症予防が受け入れら
れ，広がるようにする》等という内容から導かれていた
方法であった。　
　【隠居や70歳を対象とする行事等の高齢者に関する地
域のしきたりを用いて，多くの高齢者が参加しやすい教
室の対象基準を設けて，認知症予防が受け入れられるよ
うにする】は，《隠居というしきたりによって物事を思
考することが少なくなるという地域のしきたりに伴う行
動に基づいて，隠居する前段階にある65歳以上の高齢者
を認知症予防教室の対象として，毎週１回，教室を開
き，楽器を演奏したり，体操をしたりする》等という内
容から導かれていた方法であった。
３）地域の新たな慣習の創り方
　表４に示すように【高齢者に関わっている地域住民の
経験を他の地域に活用したり，高齢者が住民に助力を依
頼することを奨励したりして，住民が高齢者を支えよう
とする意識や行動を創り，更に，高齢者に関わっている
住民同士の交流を促すことによって，それら住民同士の
交流を促進し，創られた意識や行動が持続するようにす
る】【認知症予防教室に参加している高齢者がその活動
表４　実践過程における地域の新たな慣習の創り方
地域の新たな慣習の創り方 用いられていた方法の内容
????
高齢者に関わっている地域住民の経験を他の地
域に活用したり，高齢者が住民に助力を依頼す
ることを奨励したりして，住民が高齢者を支え
ようとする意識や行動を創り，更に，高齢者に
関わっている住民同士の交流を促すことによっ
て，それら住民同士の交流を促進し，創られた
意識や行動が持続するようにする
認知症予防教室への高齢者の参加によって高齢者の家族や近隣のボランティ
アに，高齢者を支えようとする意識や行動が生まれ，更に，それら住民がこ
れから教室をはじめる他地区の住民に教室の活動内容及び効果を直接伝える
機会をつくることによって，住民が高齢者を支えようとする意識や行動を伝
播させる
3
認知症予防教室に参加する際に送迎を要する高齢者が近隣住民に送迎を頼む
ことを奨励することによって，住民が教室の活動を理解し，高齢者を支えよ
うとする意識や行動を生み出す
3
認知症予防教室に参加している高齢者同士の定期的な交流を近隣のボラン
ティアが企画実施するよう促すことによって，それら住民同士の交流を促進
し，住民が高齢者を支えようとする意識や行動を持続させる
3
認知症予防教室に参加している高齢者がその活
動の一端を披露することによって，他者に称え
られたり注目されたりして，高齢者が自信を持
ち教室参加に対する意欲を高め教室に継続して
参加するという意識や行動を創り，教室に参加
している住民同士が特技を教えあったり，地域
住民との交流を促したりすることによって，地
域の中での自分の存在や役割を自覚して，創ら
れた意識や行動が持続するようにする
敬老会にて認知症予防教室に参加している高齢者が劇を披露するという機会
をつくることによって他者に称えられたり注目されたりして，高齢者に，自
信を持ち教室参加に対する意欲を高め教室に継続して参加するという意識や
行動を生み出す
2
認知症予防の講演会にて認知症予防教室に参加している高齢者がハンドベル
の演奏を披露するという機会をつくることによって，高齢者でも新たなこと
ができることを他者が理解し，高齢者に，自信を持ち教室参加に対する意欲
を高め教室に継続参加するという意識や行動を生み出す
3
認知症予防教室に参加している高齢者が活動の一環として葉書を作製しその
葉書を使って教室の参加者の募集をすることによって，他者に称えられたり
注目されたりして，高齢者に，自信を持ち教室に継続参加するという意識や
行動を生み出す
3
認知症予防教室に参加している高齢者同士の交流を定期的に行い，教室にお
ける活動の経験や効果を語り合う機会をつくることによって，教室の効果を
互いに実感して，高齢者に，自信を持ち教室に継続参加するという意識や行
動を持続させる
3
認知症予防教室に参加している高齢者が教室の活動の中で特技を教えたり，
披露したりする機会をつくることによって，称賛されたり称賛したりして互
いの力を認めあい，高齢者に，自信を持ち教室に継続参加するという意識や
行動を持続させる
3
認知症予防教室に参加している高齢者が保育園児との交流を介して地域組織
と協力関係をつくることによって，高齢者に，地域での役割を担っていると
感じさせ，高齢者が自信を持ち教室に継続参加するという意識や行動を持続
させる
3
認知症予防教室に参加している高齢者に地域の行事の手伝いを促すことに
よって，高齢者に，地域住民との協力関係ができ役割を担っていると感じさ
せ，自信を持ち教室に継続参加するという意識や行動を持続させる
4
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の一端を披露することによって，他者に称えられたり注
目されたりして，高齢者が自信を持ち教室参加に対する
意欲を高め教室に継続して参加するという意識や行動を
創り，教室に参加している住民同士が特技を教えあった
り，地域住民との交流を促したりすることによって，地
域の中での自分の存在や役割を自覚して，創られた意識
や行動が持続するようにする】という地域の新たな慣習
の創り方が見出された。
　具体的に以下に述べる。【高齢者に関わっている地域
住民の経験を他の地域に活用したり，高齢者が住民に助
力を依頼することを奨励したりして，住民が高齢者を支
えようとする意識や行動を創り，更に，高齢者に関わっ
ている住民同士の交流を促すことによって，それら住民
同士の交流を促進し，創られた意識や行動が持続する
ようにする】は，《認知症予防教室への高齢者の参加に
よって高齢者の家族や近隣のボランティアに，高齢者を
支えようとする意識や行動が生まれ，更に，それら住民
がこれから教室をはじめる他地区の住民に教室の活動内
容及び効果を直接伝える機会をつくることによって，住
民が高齢者を支えようとする意識や行動を伝播させる》
等という内容から導かれていた方法であった。
　【認知症予防教室に参加している高齢者がその活動の
一端を披露することによって，他者に称えられたり注目
されたりして，高齢者が自信を持ち教室参加に対する意
欲を高め教室に継続して参加するという意識や行動を創
り，教室に参加している住民同士が特技を教えあった
り，地域住民との交流を促したりすることによって，地
域の中での自分の存在や役割を自覚して，創られた意識
や行動が持続するようにする】は，《敬老会にて認知症
予防教室に参加している高齢者が劇を披露するという機
会をつくることによって他者に称えられたり注目された
りして，高齢者に，自信を持ち教室参加に対する意欲を
高め教室に継続して参加するという意識や行動を生み出
す》等という内容から導かれていた方法であった。
Ⅵ．考　察
１．地域の慣習の捉え方の特徴 
　本事例から【複数の重度の認知症高齢者及びその家族
に共通する地域のしきたりとそれに伴う行動が認知症の
発現に影響を及している可能性があると推察する】【関
係者の認識と保健師の推察を照らし合わせることによっ
て保健師の推察を確信し，それらの行動は一部の住民に
限らず地域住民にも共通する行動様式であり認知症の発
現に影響を及ぼしている可能性があると推察を発展させ
る】【保健師が推察した認知症の発現に影響を及ぼして
いる地域住民に共通する行動様式が学術的に言われてい
る認知症の発現に影響を及ぼす行動に該当すると判断
し，これまでの推察を確信する】という方法が見出さ
れ，これらの方法が連続的に用いられていた。
　つまり，これらの方法には，認知症を発現している複
数の個人から，地域の認知症の発現に影響を及ぼしてい
る地域住民に共通する行動様式を推察し，その推察と関
係者の認識及び認知症に関する学術的な理論を照らし合
わせることによって，その推察を検証する方法としての
特徴があった。
　地域の慣習の捉え方についてのこの特徴を他の事例，
10代の望まない妊娠及び性感染症の防止に取り組んだ
事例７）を用いて考えてみる。望まない妊娠をした中学
生や性感染症に感染した中学生及び成人等の相談から，
「性に関して公に話をすることは好ましくないという地
域のしきたりによって大人も子供も正しい性についての
知識がないため対処できないこと」という行動が10代の
望まない妊娠及び性感染症の発現に影響を及ぼしている
と保健師が推察した。そしてこの推察した行動と地域の
自治会長や小学校の養護教諭等の大人や子供に関わる関
係者及び性に関する専門家からの情報を照らし合わせる
ことによって，地域の10代の望まない妊娠及び性感染症
の発現に影響を及ぼしている行動様式を保健師が捉えて
いたことが確認できた。
　以上から，地域の慣習の捉え方の特徴とは，地域の健
康問題を発現している複数の個人から地域の健康問題の
発現に影響を及ぼしている地域住民に共通する行動様式
を推察し，その推察と関係者の認識及び地域の健康問題
の発現に関連する学術的な理論を照らし合わせることに
よって，その推察を検証し，地域の健康問題の発現に影
響を及ぼしている住民に共通する行動様式として捉える
ことであるといえる。
２．地域の慣習の用い方の特徴
　本事例から【共通性高く問題であると住民が認知して
いる認知症の重度の症状に関心を向けさせて病状の進行
過程を伝えながら次第に軽度の症状に関心が向くように
する】【どのような住民同士のつながりを使えば住民全
体に広がるのか，誰に話を通せば住民に受け入れられる
ようになるのかという住民同士のむすびつきや関係性と
いう地域のしきたりを用いて，町内会や自治組織の代表
者を介して住民に認知症予防が受け入れられ広がるよう
にし，家族や地域ぐるみで取り組めるようにする】【隠
居や70歳を対象とする行事等の高齢者に関する地域のし
きたりを用いて，多くの高齢者が参加しやすい教室の対
象基準を設けて，認知症予防が受け入れられるようにす
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る】という方法が見出だされた。
　【共通性高く問題であると住民が認知している認知症
の重度の症状に関心を向けさせて病状の進行過程を伝え
ながら次第に軽度の症状に関心が向くようにする】は，
住民全体に対して，住民が共通性高く認知している重度
の症状を入口として，そこに至る過程を情報として伝え
ながら次第に予防可能な軽度の症状に関心を向けさせる
方法としての特徴があった。
　地域の慣習の用い方についてのこの特徴を他の事例，
10代の望まない妊娠及び性感染症の防止に取り組んだ事
例８）を用いて考えてみる。保健師は，10代の望まない
妊娠について，成人への成長段階にある高校生が自身の
子供の育児をすることは難しいことであり，それは，地
域住民や高校生にとって共通性高く問題として長年認知
されていることと判断した。そのため，育児に関心を向
けさせて妊娠出産育児に至る過程を伝えながら次第に妊
娠及び性感染症の予防について関心が向くようにしてい
たことが確認できた。
　以上から，地域の慣習の用い方の特徴とは，住民に
とって共通性高く問題であると住民が認知している事象
を入口として，そこに至る過程を情報として伝えること
で，次第に予防可能な症状あるいは事象に関心を向けさ
せるようにすることであるといえる。
　【どのような住民同士のつながりを使えば住民全体に
広がるのか，誰に話を通せば住民に受け入れられるよう
になるのかという住民同士のむすびつきや関係性という
地域のしきたりを用いて，町内会や自治組織の代表者を
介して住民に認知症予防が受け入れられ広がるように
し，家族や地域ぐるみで取り組めるようにする】は，町
内会等の日常的な関わりあいによる住民同士のつながり
あるいは，地域の代表者を介して住民に物事が受け入れ
られるという関係性を用いて，住民全体に対して認知症
予防が受け入れられるようにする方法としての特徴が
あった。
　地域の慣習の用い方についてのこの特徴を他の事例，
介護予防に取り組んだ事例９）を用いて考えてみる。多
くの住民に参加してもらうため，地域住民のむすびつき
を用いて住民同士が誘いあったり，体操を普及する地域
の代表者を介して住民に参加を促すという関係性を用い
たりして，参加することが受け入れられるようにして体
操を普及していたことが確認できた。
　以上から，地域の慣習の用い方の特徴とは，住民全体
に対して，日常的な関わりあいによる住民同士のむすび
つきや地域の住民に影響を与える立場や役割をとってい
る人物を特定してその人を介して住民に物事が受け入れ
られるという関係性を用いて，予防が受け入れられ広が
るようにすることであるといえる。
　【隠居や70歳を対象とする行事等の高齢者に関する地
域のしきたりを用いて，多くの高齢者が参加しやすい教
室の対象基準を設けて，認知症予防が受け入れられるよ
うにする】は，隠居等の高齢者に関する地域のしきたり
を用いることによって，多くの高齢者に認知症予防が受
け入れられるようにする方法としての特徴があった。
　地域の慣習の用い方についてのこの特徴を他の事例，
成人男性の生活習慣病予防について取り組んだ事例10）
を用いて考えてみる。対象は成人男性であり，そのうち
３交替勤務者の割合が高く，日中パチンコ店等を利用す
るという交替勤務者に長年みられる行動様式があると保
健師は判断した。そこでそれら男性が多く集まる場所を
利用して，健康相談を行い生活習慣病予防が受け入れら
れるようにしていたことが確認できた。
　以上から，地域の慣習の用い方の特徴とは，リスクを
抱える可能性のある住民に対して，その住民が集まる機
会を用いて，予防が受け入れられるようにすることであ
るといえる。
３．地域の新たな慣習の創り方の特徴
　地域の新たな慣習の創り方として【高齢者に関わって
いる地域住民の経験を他の地域に活用したり，高齢者が
住民に助力を依頼することを奨励したりして，住民が高
齢者を支えようとする意識や行動を創り，更に，高齢者
に関わっている住民同士の交流を促すことによって，そ
れら住民同士の交流を促進し，創られた意識や行動が持
続するようにする】【認知症予防教室に参加している高
齢者がその活動の一端を披露することによって，他者に
称えられたり注目されたりして，高齢者が自信を持ち教
室参加に対する意欲を高め教室に継続して参加するとい
う意識や行動を創り，教室に参加している住民同士が特
技を教えあったり，地域住民との交流を促したりするこ
とによって，地域の中での自分の存在や役割を自覚し
て，創られた意識や行動が持続するようにする】という
方法が見出された。
　【高齢者に関わっている地域住民の経験を他の地域に
活用したり，高齢者が住民に助力を依頼することを奨励
したりして，住民が高齢者を支えようとする意識や行動
を創り，更に，高齢者に関わっている住民同士の交流を
促すことによって，それら住民同士の交流を促進し，創
られた意識や行動が持続するようにする】は，高齢者に
関わり認知症予防に取り組んでいる住民と高齢者それぞ
れが，他の住民に関わることで，住民が高齢者を支えよ
うとする意識や行動を創り，更に高齢者に関わっている
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住民が交流することによって，創られた意識や行動を持
続するようにする方法としての特徴があった。
　地域の新たな慣習の創り方についてのこの特徴を他の
事例，育児不安の軽減に取り組んだ事例11）を用いて考
えてみる。育児中の母親を支える住民を募り，それら住
民が育児中の母親の悩み事を聞いたり，育児中の母親が
その住民に人形劇等の行事の開催を依頼したりすること
によって，それら住民において育児中の母親を支えるよ
うとする意識や行動が創られた。更に育児中の母親を支
える住民同士が交流することによって，創られた意識や
行動が持続していたことが確認できた。
　以上から，地域の新たな慣習の創り方の特徴とは，リ
スクを抱える可能性のある住民あるいはその住民に関わ
る住民それぞれが他の住民に関わることで，住民がリス
クを抱える可能性のある住民を支えようとする意識や行
動が創られ，更にリスクを抱える可能性のある住民に関
わる住民同士の交流を促すことによって，創られた意識
や行動が持続するようにすることであるといえる。
　【認知症予防教室に参加している高齢者がその活動の
一端を披露することによって，他者に称えられたり注目
されたりして，高齢者が自信を持ち教室参加に対する意
欲を高め教室に継続して参加するという意識や行動を創
り，教室に参加している住民同士が特技を教えあった
り，地域住民との交流を促したりすることによって，地
域の中での自分の存在や役割を自覚して，創られた意識
や行動が持続するようにする】は，認知症予防教室に参
加している高齢者に活動の一端を披露するよう促すこと
によって，高齢者が自信を持ち教室参加に対する意欲を
高め教室に継続して参加するという意識や行動を創り，
更に高齢者と地域住民との交流を促すことによって，そ
の創られた意識や行動が持続するようにする方法として
の特徴があった。
　地域の新たな慣習の創り方についてのこの特徴を他の
事例，高齢者の自殺予防に取り組んだ事例12,13）を用いて
考えてみる。生きがいづくりの教室に参加している高齢
者が手作りの漬物等を持参し参加者間でそれらを味わう
ことによって褒められ，高齢者が自信を持ち教室参加に
対する意欲を高め教室に継続して参加するという意識や
行動を創り，更に小学生と交流することによって創られ
た意識や行動が持続していたことが確認できた。
　以上から，地域の新たな慣習の創り方の特徴とは，リ
スクを抱える可能性のある住民に，予防活動の一端を披
露するよう促すことによって，リスクを抱える可能性の
ある住民に，自信を持ち予防活動を継続するという意識
や行動を創り，更にリスクを抱える可能性のある住民同
士あるいはそのような住民と地域住民との交流を促すこ
とによって，創られた意識や行動が持続するようにする
ことであるといえる。
４．地域の慣習を健康問題の改善に生かす保健師の実践
方法
　地域の慣習を健康問題の改善に生かす保健師の実践方
法は，第１の段階として健康問題の発現に影響を及ぼし
ている地域の慣習の捉え方を含み，第２段階として地域
の慣習の用い方を含み，第３段階として健康問題の発現
に影響を与える地域の新たな慣習の創り方を含むもので
あり，これらの段階を経ることによって，健康問題を改
善していくことであり，図１のように示すことができる
と考えられる。
　まず健康問題の発現に影響を及している地域の慣習の
捉え方の特徴とは，地域の健康問題を発現している複数
の個人から地域の健康問題の発現に影響を及ぼしている
地域住民に共通する行動様式を推察し，その推察と関係
者の認識及び地域の健康問題の発現に関連する学術的な
理論を照らし合わせることによって，その推察を検証
し，地域の健康問題の発現に影響を及ぼしている住民に
共通する行動様式として捉えることであると考えられる。
　そして，地域の慣習の用い方は，住民全体及びリスク
を抱える可能性のある住民を対象とし，それら対象に関
わる慣習を用いていたと考えられる。具体的に以下に述
べる。住民全体に対しては，住民にとって共通性高く問
題であると住民が認知している事象を入口として，そこ
に至る過程を情報として伝えることで，次第に予防可能
な事象に関心を向けさせるようにすることであると考え
られる。更に住民同士のつながりや関係性を用いて予防
が受け入れられ広がるようにすることであると考えられ
る。一方，リスクを抱える可能性のある住民に対して
は，その住民が集まる機会を用いて，予防が受け入れら
れるようにすることであると考えられる。島津らの研究
においても14），住民や協力者とのつながりを生かしなが
ら土地の文化に働きかけるという技術を用いていたこと
が述べられており，本研究においても同様のことが確認
できた。
　健康問題の発現に影響を与える地域の新たな慣習の創
り方は，住民がリスクを抱える可能性のある住民を支え
ようとする意識や行動及び，住民がリスクを抱える可能
性のある住民を支えようとする意識や行動を創り持続す
るようにすることであると考えられる。住民がリスクを
抱える可能性のある住民を支えようとする意識や行動
は，リスクを抱える可能性のある住民に関わっている住
民及びリスクを抱える可能性のある住民が，他の住民に
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関わることによって創られ，リスクを抱える可能性のあ
る住民に関わる住民同士等が交流することによって持続
すると考えられる。このことは，先行研究においても15）
同様の意識と行動が創られていたことが確認できた。一
方，住民がリスクを抱える可能性のある住民を支えよう
とする意識や行動は，リスクを抱える可能性のある住民
に活動の一端を披露するよう促すことによって創られ，
リスクを抱える可能性のある住民同士あるいは，リスク
を抱える可能性のある住民と地域住民が交流することに
よって持続すると考えられる。
５．研究の限界
　本研究で分析対象とした実践事例は一事例であった
が，18年間という長期に及ぶ実践であったため，用いら
れていた方法を検討する保健師の判断及び行為は実践の
中に十分に含まれていた。今後，さらなる一般化に向け
て健康問題を改善する事例を積み重ねて追究していく必
要がある。
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 The purpose of this study is empirically to identify the nursing methods for improving health problems, focus-
ing on the ways of recognizing the regional custom, utilizing the regional customs and creating new regional customs 
through the practices of a public health nurse.
 The object is the practice of a public health nurse which has being done for the prevention of dementia over the 
past 18 years.
 Surveys by interviewing the public health nurse were done. The information on the thinking and actions of the 
public health nurse in the process of planning, practice and evaluation from the beginning until now of the practice ac-
tivity was obtained.
 The analysis of the surveys was done by classifying the ways used by the public health nurse in terms of the ways 
of recognizing the regional custom, utilizing the regional customs and creating new regional customs in “contents of 
the used methods” through actual practices.
 In the result, the ways of recognising the regional customs are “to consider that there may be a possibility of in-
fluencing the appearance of dementia by the regional customs and the accompanied actions which are familiar to the 
residents with dementia and their family” etc. The ways of utilizing the regional customs are “to make the regional 
residents to have more concerns of slight symptoms of dementia by informing the regional residents of the process of 
dementia including slight and severe symptoms” etc.  The ways of creating new regional customs are to “sustain the 
consciousness and actions by applying the experience of helping the elderly of the residents to the other communities 
and the like” etc.
